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　がんになっても働きたい人、働かな
くてはならない人にとって、頼りにな
る存在の一つが社会保険労務士だ。が
ん診療連携拠点病院での就労相談な
ど、がん患者の就労支援活動に長く携
わり、自身もがん経験者である特定社
会保険労務士の近藤明美氏に、相談業
務を通してみたがん患者の就労の現状
と社会保険労務士にできることをお聞
きした。

退職に影響大きい心理的要因

―がんと診断されて仕事を辞めて
しまうのは何故でしょうか
　退職の要因には大きく分けて、①
身体的要因、②心理的要因、③職場
環境・働き方の問題の３つがあります。
私の実感としては特に②の心理的要因
は大きいと感じます。心理的要因には

「職場への迷惑」と「価値観の変化」があ
ります。価値観の変化というのは人生
の中で仕事の優先順位が下がるとか、
今は治療に専念しようとかいう考え方
の変化のことですが、気になるのは

「職場に迷惑をかけたくない」、「かけ
るくらいなら辞めてしまおう」という
意識の強さです。もちろん、一時的に
は職場に何らかの負担はかけることに
なるでしょう。でも長いスパンで考え
ればお互いさまなのに、迷惑をかける
と思い込んでしまうのです。
―なぜそのように思い込んでしま
うのでしょう
　職場の雰囲気や、以前にがんにかか
った人が職場にいた時の経験など色々
あると思います。私が関わった事例で
は、「今まで完璧に仕事をこなしてき
たのに、今更弱いところは見せられな
い」と思っていた男性もいました。男
性には自己開示の苦手な方が多いです
ね。そういう場合は辞める以外にも選
択肢があることを示します。例えば会
社の使える制度を調べるとか、管理職
なら有給休暇もたまっているでしょう
からそれを利用するとか、具体的な選

択肢を示して視野を広げてもらうよう
にします。

社会は少しずつ変化

―企業側の本音がわかりません
　私たちが就労支援活動を始めた
2009年ごろは、がんと伝えたら「辞め
てくれ」と言われることも確かにあり
ました。でも、社会は少しづつ変化し
ています。労働人口の減少もあり、私
の顧問先の中小企業でも人手不足を
実感している企業が多いです。それ
に、長年貢献してくれた社員を一時的
にパフォーマンスが落ちたからと言っ
て「はい、さよなら」というのは良くな
いと考えている経営者も本当に多いで
す。今はネットで悪い評判がすぐ広ま
りますし、人を大事にしない企業は今
後生き残っていけないと思います。
―どんな人からの相談が多いですか
　私の場合は患者本人や家族から相談
を受けますが、シングルマザーの方も
多いです。男女とも自分が一家の大黒
柱という方の相談がほとんどです。で
すから仕事を続けることが前提で、ど
うしたらスムーズに、良い形で継続で
きるかを一緒に考えます。

個別の状況を整理し手助け

―相談は具体的にどんな風に進め
るのですか
　まず相談者の状況を聞き、何が相談
の核（主訴）かを確認し、最初に解決す
べきことを整理します。そのために使
える制度の確認や、本人がどんな着地
点を目指しているかの意志確認、今ま
での職場での雇用形態や立場、仕事内
容や身体的精神的にどんな負担がある
か、職場の人間関係などをお聞きしま
す。どうしようかと着地点を迷ってい
る人も、迷う理由が必ずあります。例
えば長時間労働の職場で、「こんな働
き方をして再発したらどうしよう」と
不安に思っているなどです。

　また、がんになった時点で置かれて
いる状況は一人ひとり違います。例え
ば「ちょうど転職したいと思っていた」

「ちょうどやりたかったプロジェクト
に入ったばかり」「一家の大黒柱かどう
か」などさまざまです。退職を決心し
ている人には、辞めるタイミングや有
利な条件をアドバイスしますし、辞め
るかどうか迷っている人には、退職と
継続の両方のメリット、デメリットを
説明します。私たちの考える方に誘導
するのではなく、あくまで主導権は相
談者ですが、これもケースバイケース
で背中を押してもらいたい人もいるの
で難しいです。社労士は相談者に代わ
って手続きをすることが可能ですが、
自ら動くことが病気をきっかけに自信
を無くしてしまった相談者の力を取り
戻すプロセスになるとも思います。

職場との正確な情報共有大事

―相談者自身に望むことは
　会社は本人がどうしたいのかを知り
たがっています。続けたいのか辞めた
いのか、続けるとして、どのくらいの
治療期間でいつ頃復職できるのか、通
院の間隔や副作用はどんな状況かな
ど、お互いの情報共有が重要です。診
療計画と簡単に言っても術後の経過に
よって計画が変わる場合もあります。
その場合も会社と密に連絡を取りあっ
ている人の方が、復職がうまく行く傾
向があります。組織と言ってもしょせ
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